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○関西の航空需要拡大について考えるセミナー（全３回）開催結果（概要）

【第１回】

日 時：平成２３年７月 15 日（金）１４：３０～１７：００

場 所：関西大学千里山ｷｬﾝﾊﾟｽ 100 周年記念会館 2F ﾎｰﾙ

参加者：２３０名

・３空港の共存共栄は十分に可能。

・関空シフトの失敗からも明らかなように

関空と伊丹の後背圏は重複しない。伊丹

を補うのは神戸。

・関空は仁川のように際々ハブ機能を充

実しアジアの外需で稼ぐ構造をめざす

べき。

・３空港の機能分担は政策誘導ではなく市

場の判断に委ねるべき。

①「関西３空港の現状と課題

－将来の発展に向けた問題提起－」

（講師：関西大学商学部教授 高橋 望）

《参考：2005 年規制前後の比較(国内線)》
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・関西３空港は、2003 年の SARS に

よる落ち込み以降は、乗降客数の

全国シェアを伸ばしており潜在的

需要があることが分かる。

・東日本大震災では、内陸空港の評

価が高まった。

・空港経営のためには、特定のエア

ラインに依存せず、複数のエアラ

インとのコンタクトをとっておく

ことが必要。

・多頻度小型化のメリットは、増便による利用者

利便の向上や航空会社の搭乗率向上、収支改善。

・伊丹空港には、RJ を除くプロペラ機枠(140)には

余剰があるため、ＲＪ枠(現行 CRJ のみ 30)を拡

大していただき、エンブラエル 170 の増便によ

り、航空ネットワークを更に拡充していきたい。

②「航空環境の変化と今後の空港運営

－オープンスカイの進展を背景にした「経営」

の視点－」

（講師:日本大学経済学部教授 加藤一誠）

③「リージョナルジェット活用による航空

ネットワークの形成」

（講師:日本航空株式会社経営企画本部長

大貫哲也）

《参考：国内線 JAL ｸﾞﾙｰﾌﾟ

航空会社とﾘｰｼﾞｮﾅﾙ

ｼﾞｪｯﾄについて》

《参考：３空港の乗降客数》
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【第２回】

日 時：平成２３年９月１６日（金）１３：３０～１６：００

場 所：伊丹市立産業・情報ｾﾝﾀｰ 6F ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱﾎｰﾙ

参加者：１７０名

・旅客と航空会社の伊丹指向は明らか。

・利用者ニーズを一番知っているのは航空会社

であり規制当局ではない。空港選択は航空会

社に任せるべき。

・伊丹の騒音規制の手段としてのジェット枠・

プロペラ枠区分はもはや時代遅れ。

①「利用者・エアラインに選ばれる運用自

由度の高い空港」

（講師：神戸夙川学院大学観光文化学部

准教授 小島克巳）

《参考：３空港の旅客数の推移（国内線）》
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・航空系活動と非航空系活動には需要の補完性

があり、着陸料などの航空系料金を安くして

航空需要を喚起することでターミナル旅客数

を増やして商業収入を増加させることが必要。

・これまでの空港収入は航空系収入が主体。

最近は世界的にも航空系、非航空系の収入比

率はほぼ 50%。

・日本でも今後、非航空系収入を航空系収入に

活かせるような工夫が必要。

・中国高速鉄道の開通により、中国国内

線は危機的状況。

・国際線シフトを強化せざるを得ない。

・関空には、国際レベルでの着陸料設

定、LCC と同条件での競争を希望する。

②「空港における商業活動の現状と課題

－非航空系収入を軸とした空港ビジネスの実践に

向けて－」

（講師:大阪商業大学総合経営学部准教授

横見宗樹）

③「中国を取り巻く航空環境」

（講師:中国東方航空・上海航空大阪支店

次長 國松廣幸）

《参考：中国東方航空 上海航空

中国国内支社分布図》

《参考：世界的な商業活動の趨勢》

《参考：ＢＡＡの非航空系活動》

商業収入比率：ほぼ 50％前後

（ラテンアメリカ／カリブ地域を除く）



5

【第３回】

日 時：平成２３年１０月６日（木）１４：００～１６：３０

場 所：クオリティホテル神戸２Ｆバレンシア

参加者：１８０名

・空港になくてもよい「非空港」収入を上げる

ターミナルビルづくりがポイント。

・複数一括経営のメリットは、何よりもエアラ

インと長期固定契約を結ぶ上で、交渉力を発

揮できること。

・関空・伊丹の経営統合に神戸も必要。さらに

は海外の空港も加えた広域４空港体制が取れ

れば非常に強い。そのためには、伊丹・神戸

の国際線対応が必要。

・これからはアジア路線でも VFR(Visiting Fri

ends and Relatives)需要を開拓しないといけ

ない。

①「英国における複数空港の一括経営

－主要空港会社の戦略から学ぶ－」

（講師：関西学院大学経済学部教授

野村宗訓）

《参考：ﾘﾊﾞﾌﾟｰﾙ・ｼﾞｮﾝﾚﾉﾝ空港》
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・現在の関空・伊丹の経営統合の流れの中、

神戸空港の進む道としては、①このまま

の市営空港で存続、②関空・伊丹と一体

運用。

・②でいくなら、新会社が神戸を買い取る

か、神戸を入れてコンセッションするか。

・神戸が一体運用に入れてもらうには、伊

丹と同様に関空を支えていくことが条件。

・神戸は運用だけを見れば

開港後平均的に黒字。市

債償還費をいかに圧縮す

るかが大事。

・運営部分だけを統合に

向けて売却することも

考えられる。

・①関空を拠点とする LCC(ピーチ)の運航、

②燃費・航続距離に優れたボーイング 787

の導入、③経済性に優れたＭＲＪの導入に

より関西はまだまだ航空需要、ネットワー

クの拡大する余地は十分残っている。

・空港コスト低減、空港アクセス改善、伊丹の

既存未使用プロップ枠の使用希望社への配分、

伊丹・神戸の規制緩和が進むことを期待。

②「神戸空港を含む関西３空港一体運用の

可能性」

(講師:関西学院大学経済学部教授

上村敏之）
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《参考：神戸空港の「運用損益」》

《参考：ピーチ、
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